








[はじめに] 

急速進行性糸球体腎炎(RPGN)のモデルに相当するとされる馬杉腎炎は強い白血球の糸球体

内への浸潤を伴う。この白血球がどのような機序で循環血中から糸球体局所に集まりいか

なる働きをするかは、糸球体腎炎の発生、増悪を考える上で大変重要であると思われる。 

前回、馬杉腎炎糸球体で、白血球の浸潤の定着の調節において重要な役割を果たすと考え

られる細胞間接着分子、ICAM-1 分子の増強を観察できた。この糸球体局所で増強する

ICAM-1 分子が、馬杉腎炎の白血球浸潤やその結果もたらされる蛋白尿の密接に関与してい

るかどうかを検討するため、抗Rat-ICAM-1をRat Active馬杉腎炎に投与し検討を行った。 


